
学校教育
明日を担う児童生徒の健全育成
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人間性豊かな児童生徒の育成と、創造白・9な教育

経営の推進を柱に、次のような重点施策を実施LJ

ているo

1.郷土教育の推進

郷土の自然と文化に現しみ、郷土に対する理

解と認識を深め郷土愛を育てるO

そのため、郷土学習巡検合の開催とともに研
一　二　　蝣・　蝣　　・蝣　　　蝣　　　　'　　　　　-　I

副読本作成の事業にも力を入れている。

2.勤労教育の推進

稲作、いも類、野菜、菓軽、あるいは茶、シ

イタケ栽培や花壇つくりなど、地域の実情にj心

L:た勤労体験学習が実施されているo

現在、約84%にあたる78校か農作業を取り入

れてあり、汗を流して働く喜びや生産の喜びを

体験し、心豊かな人間形成に資している0

3.愛鳥教育の推進

シジュウカラガ而鳥として制定された.

森の都にふさわしい野鳥と自然を生かし、、豊

かな心情を育てる教育活動を進めている。

研究委嘱校・実践校の指定のほか、児童生徒

の野鳥朝雲芸や指導者養成講習会を実施し、教

育の向上普及に努めている0

4.国際理解の推進

進展する国際社会に対応するために、他国の

文化.伝統を尊重し、主体的に行動できる児童

生徒の育成を目指している。

国際理解の実践校を指定し、釆熊外国人との

交歓、児童生徒の作品交換、文通などによる交

流をしている。

5.体力つくりの推進

体力つくりについては、心身ともに強健右児

童生徒の育成に努め、特に、素足の励行や部活

動の推進に力を入れている。

さらに、基礎体力つくりを核とした研究推進

校を指定し、実践結果を全市に拡大することに

努めているO
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学校施設
良好な学習環境の形成

・
二
川
　
4
7
・
包
-
蝣
-
 
~
"
^
M
^
"
'
-
'
'
蝣
'
∴
・
'
.
'
"
"
.
'
?
㌔

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

い
・
T
い
且
-
.
 
-
"
蝣
*
*
"

知力、体力、徳力の調和のとれた人間性豊か<u

児童生徒(7j育成にrg、ゆとりのある充実した学校

生活か送れるようfIi環境つくりが必要であるOそ

のための教育施設の整備として、毎年吉十画朝に較

害の増築と老朽木造校舎の改築を進めており、昭

*061年)雲では小・中学校とも鉄筋化率は99%に達

し/てし、二。

また、過大未剛勇校を鋭意審矧足進するため、分

離新設校の用地取得から校害・ IG重要・屋内運動

場及び水泳プ-ルの建設等日蓮の義務教育施設の

充実を囲ってあり、小学校については臼召手口60年度

は山ノ内小学校、 6.7年度は棟木廿母校を問疾し、

学校規模適正化に努めているO

中学校については楠中学校の遇大化緩不E

と竜南中学校の遠距離通学解消のため

清水中学校を建設中てあり、

最も遺大化した京陵

甲等校の分離新設鮫

の敷地造成=事も実

施している。
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要に従来の増改築工事を進めるとともに、永年　　　61年度は∃JEJ利7年に建築さ

の風雪と使用に耐えてきた鉄筋棟害の改築も新た　　れた重用小学校の校害改築を

・二∴ご・ rt-i∵ー∴ 弾IBS! 手がけるが、.文部省が推進し

ているウ-ワスペースを配置し

た板書建設を進めるとともに、

体育館の-般社会開放を勘案し、

6C一年度から琴準画境が改定され

たことにより体育館の増築に

も積極的に対応してい
二三、
く^'O
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社会教育
生涯学習の機運に応えて

変ほう著しい今Ejの社会に適応し、生涯を通じ

てEj己の資質能力を伸ばす機会を持ち、心身とも

に健全で充実した生活を送りたいという市民の要

望は、次第に高まっている。

特に近年、市民の学習意欲は高度化、多様化し、

これに対応した生涯に才jたる学習機会の整備を図

ることは緊急の課題となっている。

本市では、その茎本橋矧こあいて心身ともに健

康な而民の育成と人間性豊かな風格ある教育文化

都市の建設をめざし、その施策を推進していると
ころである。

その一つとして、「心身の健康を求めて自ら学ぶ

市民の学習活動の助成」をめざし、生涯教育の機

会と内容の充実をはかるため、市民のコミュニテ

ィ醸成の拠点として各地矧こ市民センターを建設

(中突公民館、西臥南部、乗臥龍臥託麻、.

清水、幸EEL秋津の9舘)し、市民の学習'^m求に

応じて教育、学術および文化に関する各種の講座

学級を開設しており、その数626、受講番数2万

5干裏毛を数えているO

そのほか、明るくうるあいのある町つくりのた

め、市民の協力を得てボランティア養成の講座も

実施している。また、両部公民館は移転新築のた

め昭和61年8月着=、昭和62^度開館を予定して

転
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建設を進めている。

図書館(大江6TE])は、 1階は一般貸出し、

閲覧、児童、面詰コーナー、参考資料室、身体障

害者福祉室、 2階は集会室、ホ-ル、視聴覚ライ

ブラリ-、ビデオコーナー、リス二ンクルーLな

どがあり近代的機器を備え、研修、貸出しなど多

数の市民の利用に供している。

博物館は古京町に位置し、自然人文、理工科学

関係資料の収集展示のほか、 「塁をみる合」等各蔭

の教室を開設し、併設のブラネ57リユウもは西Ej

恭一の規模を誇り-般投影のほか、小中学生のた

めの学習投影も行っている。特別罷(年1回の企

画展、 61年はのり物屡」)を開催する13ど、社会教

育のみならす学校教育の場を提供するTclと総合博

物館としての機能を備えている。
・¥1 ^　　　　　~　　'　　　　　>　　∴

域社会が一体となって耶り組むことが大切であり、

青少年の教育、対策を二本の柱として市民の理解

と協力を得て種々の施策を講じている。

青少年教育にあいては、壱/少年団体の育成をは

じめ、子どもの自主性・自発性を身につけさせる

ため、教育キャンプの実施、子とも会リ-ダーの

養成にも力を入れている。待望の青年会館も本年
二二　　　　　　　　　　一　-　;　　-|

自己研さんを図るため、青年教室の開催や青年リ

」

博物館のり物展

-ダー養成にも力を入れている。

看少年対策にあいては、留守家庭児童の1p呆悪育

成を図るため児童育成ウラブの開設(22か所)を

はじめ、看少年補導IPンダーの充実、地域くるみ

による青少年健全育成のための校区看少fE健全育

成協議会との連携を因る-万、広域ヨ勺対応として、

熊本都市圏看少fF健全育成逗膚会を開催し、また、

家庭啓発事業「ミニ集会一,の開催など実施してい

る。

いま、家庭での教育力の回雇が望まれるとき、

家庭教育の活性化をめざした家庭教育学概を而立

I　蝣・.　蝣. . .  '. "'"・‥

っている。

また、 T-熊太而少年海洋体覧寅の船」事業を実施し

たり、高校生の中国桂柿而訪問など国際交流の推

進も図っているO

その二として、 「豊かなふるさとつくりをめざし

て、市民が連帯創造する地域活動の推進」を透け、

而立公民館の学習による地域連帯感の浸透を図る

とともに、地域公民館(249館)の拡充整備および

活動既成、地域各憧団体と連携して地域リーダー

の養成に力を入れている。

特に、本年は社会教育関係団体代表書芸を開く

など、相互協力により更に明るく住みよい撞きつく

りの実矧こつとめている。
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文化
地域に根ざした個性ある
市民文化の創造
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本両には熊石城、水前寺成.軒詞をはし虜)、永い

歴碧に培われた事く(J)文化遺産,+]大馴こ保存され、

訪れるノ＼、ノ?に深い感銘を5えている,J

また、横井小幅、徳富蘇膿、義花など郷土ゆか

りの先哲の顕彰と、_　明治(I)文豪・夏日敷石、小栗

戸、雲0:)文学遺跡(!)喋吾に努めているO

近　　あいては、而民会室戸、博物巨乳　美術館、

崇Iil劇場、殴書館、近代文学館、苫地の市民セン

ノヲ-,打.と、文化施設rJ)整備か急テンポて進h_)てあ

-!]蝣王　.∴十ざ言蝣I受:~:I- T∴　-∴:・h㍉∴・:.りて

化(・=接する機会も増えへ∴琶域て(D各憧文化石動も

盃九illなっているO

さらに最近-r訂、市庁害や図書窮、市民センター

'1/ ∴∴F車.T'vf二∴二十　　二二血二,~H'-.'∴;.五「

最か配置され、特に61告/mこ開館した熊石而総

合体育館・昌年会巨剖二は、郷土の詰りで透る名誉

;tj民・聖山南風国イヨ0)「鳴龍_.、文化勲章受彰苦・

午忘憲之画伯の-ミEl」などの秀でた作品を取り入

れ、、文化・芸術の香り高い施設と/なっているC

また、民間建築物についても、優秀建築物の表

等三溝」雷を設け、.言うつくりにあける文化度CD向上

r二は配慮を加え、緑と水と文化が調不□した情措等

かT"I一幕0)郡を日指す熊本雨戸メニケイタウン計画

' :　　　　　　　　　　　I

・与まちつくりをEj指しているO

:ー・∴:し干l_. '蝣. '. I"¥J、　　　　　"i-CI:.'t:'誉空

と伝統を継承ふ　文化財Oj等重と受護精神を育成

しつつ、生活文化から地域に根ざした個性ある而

芸文¥cへ、さらにその賞を高め厚珠を力I]えている。
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夏の風物誌、市民総参加の火の国まつり

火の国くまもとの夏をひときれ熱く燃やす「リJ:

の国まつり」o昭和53年に`.而民総参弧、のまつり

として始まり、.毎年くまもとの街は8戸∃11日から

3BCD3 B問熱気と興奮に包まnる。

火の国まつりのシンホルである"希望のリ、:"を

若人の亨で」L/-する「希望Oj火リL/-」、子供達

の手作りみこしによる「みこしだワッショイ」、、熊

本城二の丸工場での「オ-プ二ンワセ」ノモ二-」、

茸麗なバトンと勇壮なプラス月ントの「音楽ノル′

-ド_」といった章彩ォ催しガ繰り広げられるガ、

まつりの月イライトは12B夜の「おてもやん紀あ

とり」Oあなじみあてもやfuのメロディ-　と激しい

サンバのリスLjか街中に響き渡り、 2万人の踊り

手の渡は夜空をふるれせまつりは')ライマッ/)ス

を迎jLる。飛LTt込み(I)達て踊る就光害や外国人の

姿もaられ.、文字通り熱気が街を埋めつくす光景

は圧蓋そ(力ものであ-S。

ノイナIL/を照るのは/13日、下江津運で:D 「大

花火大会」 O.IコC登の打ら上げ花火と仕掛け花火

の光と昌の饗宴てまつりの幕を閉じるO

このほか、期間中はいろいろ矧蒜質行事も市内

各所て行Vれ、 3日間の人出は県内外からの観光

害も苦め相90fi人、今やくまもとの夏を代表する

まつりとして多く・C)人蝣・'71こ親しまれてし、るO
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国際交流
広がる交流の輪

社会体育
スポーツ、レワリェーションを通じた健康の増進
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本市の国際交流は、昭不口54年10月の中国桂杯市

との友好都市締結を契機として年々活発になって

いるO

両市長の相互訪問をはじめ、桂林而からの農業、

郡市建設考察組、歌舞団、留学生、体育代表臥

経済考察過、青年代表団、人民代表大会代表団が

来熊、本市からは市民友好の翼、高校生、公害問

題指導者、干原桜贈呈団、経済交流団、留学生、

蝣　蝣　蝣　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　.蝣I

などが訪桂、教育・文化・スJT;-ツ・経済・衛笠

などの各分野にわたる幅広い友安子交流が進展し、

両市の友好協力関係は、非常に緊密なものとなっ

てきている。

また10数年来に亘り友情を育んてきた西独ハイ

デルヘルプ而との交流も活発になってきてあり、 ハイデルベルグ市

両市長の相互訪問、 「火の国まつり」への管楽五

重奏短の釆熊、熊本市民享つくりのミュージカル

「アルトハイデルヘルプ」へのツンデル両島の再

来熊など交流の輪は広がっている0

時に「ウマモトクリーンピップ'86」の開催され

た昭和61年夏には、桂杯市、ハイデルヘルプ市か

ら代表団が来熊、催しに彩りを添えた。

本市は、広く外国都市との友好交流を進め、国

際社会に即応した都市つくりを目指しているO

体育・スポ-ツが、人間の精神力・身体的健康

の維持・増進に役立ち、さらに、自分をとりまく

人間関係を良矧こ保つ絶好の手段として大きく認

識され、また地域社会にあける住民の主体的人間

関係の向上と発展に大きtJ:役割を担っている。

現今の複雑な社会機構の中で自己の健康保持と

体力増強、また疎外されつつある人間性回復に体

育・スJボーッを通して実践する人々か増加し、そ

の内容も寄様化しているo

本市では、これら市民のニーズに対応し、昭和

54年10月「健康都市宣言」を行い、以来市と市民

が一体となって市民一人ひとりの心身と健康と明

るく豊かな而民生活の営める街つくりを市政の-

大目標とし、あらゆる分野から施策を結集、その

実現を目指し、総合的な施策の推進に努めている。

総合体育館・青年会館

スポーツ施設の整備拡充

①　熊本市総合体育館・青年会館が昭和61年7月

間舘。

②　川尻・日吉・力合・域南地区コミュニティス

ポ-ツ施設の造成工事(施設内排水路及び外間

道提琴盤整備)o

③　EE]迎・函図.御幸地区jミユニティスボ-ツ

施設造成工事他(プール及び体育館建設工事着

工)0

㊧　LLrノ円小学校の運動場に夜間照明施設の整備、

愉木小学校体育鋸の夜間開放。

◎　新たな地区にコミュニティスポーツ施設建設

用地の確保。

◎　既設ス7t¥-ツ施設の環長整備O

スポーツ活動の振興

①　全市的スポ-ツ行事や地域におけるス/i-ツ

行事への参加推進。

◎　ス捕-ツ指導者の養成および絹織体制の整備。

◎　プアミリ-スポ-ツの普及振興C

④　スポーツプルーフの育成。
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